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説教 『 聖書を開いて読むイエスさま 』  

（大人と子どもの合同礼拝） 

ルカによる福音書 ４章１６節～３０節       小河信一 牧師 

 

今年度、教会学校ではルカによる福音書を通して礼拝をしています。サマーバイ

ブルキャンプも、ルカによる福音書によって、「主イエス・キリストのご生涯」を

学ぶことになっています。 

その点で、本日の聖書箇所は、主イエス・キリストのご生涯において注目すべき

場面です。 

先週、教会学校の説教では、主イエスが荒れ野で誘惑を受ける（ルカ 4:1-13）と

いう場面が取り上げられました。 

主イエスは「霊によって引き回され」、荒れ野で 40日間、何も食べずに過ごされ

ました。その時、主イエスは御言葉をもって悪魔と戦われました。 

荒れ野には、人っ子一人いませんでした、主イエスと悪魔以外には……。それは

今日の場面と全く対照的です。主イエスは今、故郷ナザレで大勢の人に囲まれてい

ます。 

言い換えれば、主イエスの孤独な戦いは、「今日」（ルカ 4:21）という時への前
まえ

備
ぞな

えであったのです。 

荒れ野の誘惑とは、①食欲を満たしてみないか、②神以外のものに寄り頼み、こ

の世の繁栄を手に入れてみないか、③父なる神を試
ため

してみないか、という三つです

（ルカ 4:3,6-7,9-10）。主イエスはご自身が大変苦しんで、これらの誘惑に打ち勝つ

ことにより、人間の置かれている危険であり、悲惨な状況を把握されたのです。そ

のようにして、主イエスは天の父に祈り、罪への誘惑と戦い、勝利して、この日を

迎えられました。 

主イエスは荒れ野からガリラヤに帰り、ユダヤ人と出会われました。「いつ」・

「どこで」、ユダヤ人と出会ったのか、明記されています。主は最善の時と場所を
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選ばれました。「さあ、みんな、ここに来なさい」という主イエスの招きがあった

のは…… 

ルカ福音書 4:16――  

イエスはお育ちになったナザレに来て、いつものとおり安息日に会堂に入り、

聖書を朗読しようとしてお立ちになった。 

神の御子、イエス・キリストが、「安息日」に「会堂」で、人々に出会う、そこ

からすべてが始まるのです。いや、始められなければならないのです。イエス・キ

リストは、「私とあなたたちの旅が始まる」、そう宣言さなったのです。 

「安息日」（土曜日）というのは、主イエス・キリストのよみがえりによって、

新たに「主の日」（日曜日）として据
す

え直されました。「会堂」は礼拝堂というこ

とですから、主イエスがユダヤ人たちに出会ったというのは、まさにこの状況
．．．．

で

す。すなわち、みなさんが主の日に、茅ヶ崎香川教会の礼拝堂に集っているのと、

同じ状況です。 

どうして、礼拝堂だったのでしょうか？ 

それは、ここに「聖書を開いて読むイエスさま」（説教題）がおられるからで

す。私たちは礼拝を通して、「聖書を開いて読むイエスさま」にお会いするので

す。主イエス・キリストがそばにいてくださることを、見ずして信じるのです。私

たちは、それぞれの荒れ野から、神の御力によって連れ出されて（出エジプト記

19:4,17）、ここに来た、そこが教会というところです。週の初めに、一同が一つに

なって集まる（参照：使徒言行録 2:1）ということこそ、教会の原点です。私たちの

務めは、主イエスを中心とする週の初めの礼拝を、「いつものとおり」（ルカ

4:16）に続けていくことです。 

「どうか、主イエスの思っておられることや主イエスが私たちを用いして為
な

そう

とされていることを、分からせてください」と願い求めつつ、この説教を聴いてく

ださい。 

さて、およそ 30歳の主イエスが、「お育ちになった（育てられた
．．．．．

：原文は受け

身）ナザレに来て」、会堂でお立ちになっている様子を思い浮かべてみましょう。 

「育てられた
．．．．．

」とあるように、そこには、主イエスを「育てた」人々がいまし

た。父ヨセフ、母マリア、主イエスの兄弟・姉妹、近所の人々など、主イエスの幼

い頃を知っている人々が集っていたことでしょう。自分を育ててくれた人々の住む

地で、主イエスが礼拝をささげられたという点で、私は主の深い愛を思わされま

す。会衆の一員として聖書を朗読し、神に向き合う成人の姿を示すということは、

まさに神と隣人に対する愛の現れにほかなりません。主イエスは自分が育った故

郷、自分を育ててくれた人々を大切にしたことがよく分かるでしょう。 

私たちは今朝起きて身
み

支
じ

度
たく

して、茅ヶ崎香川教会にやって来ました。しかし、私

たちが忘れてはならないのは、その前に「彼はナザレに来た
．．

。そして、彼は会堂に



3 

 

入って来た
．．．．．

」（ルカ 4:16 直訳）ということです。つまり、私たちの到着よりも、主

イエスの入場が先行しているということです。主イエスは、私たちを迎えてくださ

るお方、私たちを、闇から連れ出し、光の中へと招き入れてくださるお方でありま

す。 

主イエス・キリストは、私たちの教会に、そして世界中の教会に来てくださいま

した。「あなたはわたしのために食卓を整えてくださる」（詩編 23:5）とうたわれ

ているように、私たちのために、主イエスは準備をしてくださいました。 

主イエスはやって来て、そして、何を為されたのでしょうか？ 

それは、聖書を朗読し、一つの説き明かし（あるいは宣言 ルカ 4:21）を行われた

ということです。聖書朗読と説教……その通りに引き継いで、私たちの礼拝で行っ

ています。 

そこから、私たちの側に求められていることも、自明です。聖書朗読と説教を

「聞く」、耳を傾けて言葉を聞くということです。 

ルカ福音書 4:21―― 

そこでイエスは、「この聖書の言葉は、今日、あなたがたが耳にしたとき
．．．．．．．．．．．．

、実

現した」と話し始められた。 

「あなたがたが耳にしたとき」というのは、直訳では「あなたがたの耳の中に」

という簡潔な句です。まさに、聖書の言葉が「あなたがたの耳の中に」入って来る

ほどに、確かなものとなった、つまり、いつまでも鳴り響いている、ということで

す。「聖書を開いて読むイエスさま」の声に守られているのが、私たちの信仰生活

です。では、主イエスが朗読された聖書は、いったい何を告げているのでしょう

か。 

ルカ福音書 4:18-19―― 

18「主の霊がわたしの上におられる。 

貧しい人に福音を告げ知らせるために、 

主がわたしに油を注がれたからである。 

主がわたしを遣わされたのは、 

捕
と

らわれている人に解放を、 

目の見えない人に視力の回復を告げ、 

圧迫されている人を自由にし、 

19 主の恵みの年を告げるためである。」 

ここで、主イエスは、「貧しい人」、「捕
と

らわれている人」、そして「圧迫され

ている人」に福音を告げ知らせています。私たちは実際、主の御前において「貧し

い人」・「捕
と

らわれている人」・「圧迫されている人」です。 

主イエスは、何かに縛
しば

られているように感じている人に、自由を与える、と言わ

れます。「解放する」・「自由にする」とは、信仰的に言えば、「あなたの罪を赦
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す」ということです。確かに、あなたを貧しくさせている人（隣人）も罪を犯して

いるでしょうが、しかし、ここで主が宣言されているのは、貧しい人・あなた自身
．．．．．

の中にある
．．．．．

罪を打ち滅ぼす、その罪の縄
なわ

目
め

から解き放つ、ということです。だか

ら、「貧しい人に福音を」というのです。 

そして、公生涯の終わりにおいて、主イエスは、十字架の上から「父よ、彼らを

お赦しください
．．．．．．．

。自分が何をしているのか知らないのです」（ルカ 23:34）と言われ

ました。彼らは、罪によって「捕
と

らわれている人」であり、自分を持たない「貧し

い人」でした。このように、ナザレの礼拝から終わりの時に至るまで、主イエスは

「圧迫されている人」を訪ね探しながら、罪の赦しを宣べ伝えられました。 

本日の聖書箇所には、「貧しい人」の変な
．．

姿が描き出されています。 

ここにいる多くの皆さんは、すでに救われている信仰者であり、また、長らく教

会学校に来ている子どもたちです。ですから、もはや「貧しい人」とは言えないか

も知れません。今、私がお話しようとしている「貧しい人」というのは、いわば、

裸のままの人間を指しています。裸のままの人間を見てみると、「ああ、なるほど

人間には変な
．．

ところがあるなぁ」と思います。それが、人間のありのままの姿なの

だ、と分かります。主イエス・キリストにお会いして、主に向き合った時に、隠し

ようもなく、その姿がはっきりと現されます。 

自分はそうではないと思い込んでいたとしても、主イエスの御言葉に撃
う

たれたと

き、私たちはほんとうの自分を見つめ直すようになります。そして、週の初めの今

日、そうではいけないと悔い改めて、主イエス・キリストによって出発しようと、

神から力を与えられることが大切なのです。 

それでは、ナザレの会堂に集っていた人々は、どのように変だったのでしょう

か？ 

まず、ナザレ帰郷の直前の記事から…… 

ルカ福音書 4:14-15―― 

14 イエスは“霊”の力に満ちてガリラヤに帰られた。その評判が周りの地方一

帯に広まった。15 イエスは諸会堂で教え、皆から尊敬を受けられた。 

そして、ナザレの会堂にて、主イエスが席に戻られた時…… 

ルカ福音書 4:22―― 

皆はイエスをほめ、その口から出る恵み深い言葉に驚いて言った。「この人は

ヨセフの子ではないか。」 

それから、主イエスが、エリヤとエリシャの出来事をもって、ナザレの人々を教

え諭
さと

された時…… 

ルカ福音書 4:28-29―― 

28 これを聞いた会堂内の人々は皆憤慨
ふんがい

し、29 総立ちになって、イエスを町の外

へ追い出し、町が建っている山の崖
がけ

まで連れて行き、突き落とそうとした。 
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この変わり身の早さは、いったい、どうしたことなのでしょう。確かに、変で
．．

す
．
。ナザレの人々は一旦

いったん

は、主イエスの御言葉がいかに恵み深いものであるか、汲

み取ったのではないでしょうか。 

要約すれば、「最初には、ナザレの人々は、主イエスを尊敬し、ほめていた、そ

の評判を広めようとさえしていた、神の言葉こそ恵みだ、自分たちを慰める救いの

言葉だ、ということも分かっていた、ところが、後には、彼らは怒
いか

った、いきり立

った、そして主イエスを崖っぷちに追い込んだ」ということです。 

豹
ひょう

変
へん

ぶりに驚くばかりですが、これが、裸のままの人間の姿なのです。真に主イ

エスに出会ったとき、おりこうさんの自分ではなく、「貧しい人」、罪を内に秘め

た自分が現れ出てきます（参照：ルカ 5:8）。「貧しい人」はそれを取り繕
つくろ

った

り、隠したりできません。が、それが出来ないほど、弱いところに、救いがあると

言えましょう。 

初めの礼拝の時から時間が経つと、言
ことば

なる主イエス・キリストについて、腹が立

ってくる、他の物事に惹かれて忘れてしまう、あるいは、無関心になってくる、と

いうことと、並行する他の事例が、聖書に証言されています。 

ヨハネ福音書 5:35 主イエスがユダヤ人たちに―― 

「（洗礼者）ヨハネは、燃えて輝くともし火であった。あなたたちは、しばら

くの間その光のもとで喜び楽しもうとした。」 

主イエスの先駆者として、神の言葉を伝える霊的なヨハネを、人々は「しばらく
．．．．

の間
．．

喜び楽しもう」としました。ところが、領主ヘロデは、「イエスの評判を聞

き」ながらも、神を畏れず「人を恐れて」、ヨハネを殺害しました（マタイ 14:1-

12）。ヨハネというともし火
．．．．

を「衰
おとろ

え」（ヨハネ 3:30）させ、闇に葬り去ったので

す。 

さらに、歓迎から迫害に急転直下するという、恐るべき出来事が、聖書に記録さ

れています。それを教会学校の皆さんは、イースター・ページェントを行っていま

す。裸のままの人間を知るという上で、まことに印象深い場面です。 

棕
しゅ

櫚
ろ

の主日から受難日の金曜にかけて、それが起こります。 

ろばの子に乗って、主イエスがエルサレムに入城した時…… 

ヨハネ福音書 12:13――  

（大勢の群衆は）なつめやしの枝を持って迎えに出た。そして、叫び続けた。 

「ホサナ。 

主の名によって来られる方に、祝福があるように、 

イスラエルの王に。」 

「ホサナ」とは、詩編 118:25に由来する「私たちを救ってください」という嘆願

の言葉です。エルサレムの丘に、「ハレルヤ、イエスさま、ハレルヤ、イエスさ

ま」という叫びがこだましました。 
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ところが、突然、木曜日、金曜日と雲行きが怪
あや

しくなって、総督ピラトの裁判が

開かれた時…… 

ルカ福音書 23:18-21―― 

18 しかし、人々は一斉に、「その男を殺せ。バラバを釈
しゃく

放
ほう

しろ」と叫んだ。 

19 このバラバは、都に起こった暴動と殺人のかどで投獄されていたのである。 

20 ピラトはイエスを釈放しようと思って、改めて呼びかけた。21 しかし人々は、

「十字架につけろ、十字架につけろ」と叫び続けた。 

ページェントの脚本のト書きには、「全員、狂ったように大声で叫ぶ」と指示さ

れています。全員で叫びながら、自らの罪深さと変わり身の早さを思わずにはいら

れません。 

最初のナザレでの出来事に戻ります。なぜ、故郷ナザレの人々が主イエスに対す

る態度を変えたのか、その理由を一つ挙げましょう。 

故郷ナザレの人々の、主イエスに対する期待…… 

ルカ福音書 4:23――  

「カファルナウムでいろいろなことをしたと聞いたが、郷里のここでもしてく

れ。」 

旧約の預言者たちの働きをたどりつつ示唆される主イエスの御心…… 

ルカ福音書 4:24-27――  

24 そして、（イエスは）言われた。「はっきり言っておく。預言者は、自分の

故郷では歓迎されないものだ。25 確かに言っておく。エリヤの時代に三年六か月

の間、雨が降らず、その地方一帯に大飢饉が起こったとき、イスラエルには多く

のやもめがいたが、26 エリヤはその中のだれのもとにも遣わされないで、シドン

地方のサレプタのやもめのもとにだけ遣わされた。27 また、預言者エリシャの時

代に、イスラエルには重い皮膚病を患っている人が多くいたが、シリア人ナアマ

ンのほかはだれも清くされなかった。」 

ここで明らかに、「主イエスの御心」は「主イエスに対する期待」をはるかに超
．．．．．

えています
．．．．．

。主イエスが郷土の期待を裏切っているわけではない
．．．．．．．．．．．．

ことは、主イエス

がまず第一に（ルカ福音書の順序正しい記録上 ルカ 1:3）、安息日にナザレで礼拝

をささげられていることから裏付けられます。 

人というものは、相手方が自分の知らない姿や考えをあらわすと、とまどいま

す。そこで、自分の思いに固執するならば、相手方を批判したり、無視したり、挙

げ句の果ては憤激
ふんげき

したりするようになります。殊に、ナザレの人々には、イエスは

私たちに「育てられた」のだ、恩返しをするのは、当然だという思いが強かったの

でしょう。 

主イエスの挙げたエリヤとその弟子エリシャは、〈内〉のユダヤ人、〈外〉の異

邦人という、〈内〉と〈外〉との垣根を超えて、神の救いの御業をあらわしまし
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た。エリヤは、シドン地方のサレプタのやもめのもとへ遣わされ（列王記上 17

章）、そしてエリシャは、遠路はるばる訪ねて来たシリア人ナアマンの重い皮膚病

をいやしました（列王記下 5章）。彼らは、郷里・地元だけに尽くすという偏狭な

考えに染まることなく、他
よ

所
そ

・異教の地に神の救いを告げるという働きを為しまし

た。 

「主イエスの御心」が私たちの思いをはるかに超えて
．．．．．．．

（エフェソ 3:19,20）、成し

遂げられた、その究極の業は、十字架と復活による救いです。私たち、世のすべて

の人の罪と死の恐れを滅ぼすために、主イエスが十字架につけられることにより、

全うされた御業です。私たちに求められているのは、聖霊の導きのうちに、「私た

ちの罪を赦された」ことを感謝し、そして「イエスは主である」（Ⅰコリント

12:3）と告白することです。 

ルカ福音書 4:30――  

しかし、イエスは人々の間を通り抜けて立ち去られた。 

「立ち去られた」（動詞の未完了形）というのは、前進していった、旅を続けて

いった、ということです。主イエスは、さらに先の道を進んで行かれました。 

主イエスは、ガリラヤ中を歩いて伝道し、そしてエルサレムへ上
のぼ

られました。エ

ルサレム入城の際には、人々から歓迎を受けました。ところが、最後には、人々か

ら追いつめられ、十字架につけられました。多くの人々の憤慨と拒絶のうちに、十

字架刑にされたのです。しかし、父なる神のご計画により、主イエス・キリストは

死にて葬られ、そこで、罪と死を打ち滅ぼして、前へと進まれました。弟子たちは

じめ人々と交わりながら旅を続け、そして、天に昇られていきました。 

その間に登場してきた人間、十字架で苦しむ御子を傍観しているような「貧しい

人」、罪の縄
なわ

目
め

に「捕
と

らわれている人」、それは、私たち自身の裸の姿をあらわし

ています。しかし、そこにこそ、「私は貧しい人に福音を告げ知らせる」という主

イエスの言葉が、私たちの耳に鳴り響いています。 

安息日の、ナザレの会堂の礼拝というのは、「私はあなたたちの罪を背負う。も

う一度、やり直しなさい。今日、出発しよう」との救い主、イエス・キリストの言

葉を、私たちに伝えています。 

主イエスは、十字架の丘に追いつめられましたが、十字架の苦難をすり抜けて、

永遠の命を、私たちに与えてくださいました。主と共に、御国に向かって、前進し

てゆきましょう。 

 

 

 

 

 


